
年に「医療的ケア児及びその家族に対する支援に関する法
律（医療的ケア児支援法）」が制定されました。

9．訪問看護の内容
訪問看護の内容は病状観察、本人や家族への療養指導、
リハビリテーション、身体の清潔保持・管理などが多くなっ
ています。医療処置に係る看護内容では、服薬管理、褥瘡

ケア、栄養管理などが多く見られます。（図表 11）。
精神科訪問看護の主な内容は精神状態の観察、心理的支

援、服薬援助、家族支援などとなっています（図表 12）。
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資料：令和 6年度診療報酬改定の結果検証に係る特別調査（令和 6年度調査）報告書案より作成
※2024（令和 6）年 11月の 1か月間に訪問看護で提供したケア内容を回答。精神科訪問看護基本療養費を算定した場合についてのみを集計
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図表12　�精神科訪問看護において提供したケア内容（複数回答）

図表 11　訪問看護の内容（複数回答）
（万人）
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　　（呼吸リハ・嚥下訓練除く）
4．   家族の介護指導・支援
5．   身体の清潔保持・管理
6．   服薬管理
7．   認知症・精神障害に対するケア
8．   浣腸・摘便
9．   褥瘡予防・処置
10．栄養・食事指導
11．緊急時対応
12．気道内吸引・その他吸引
13．膀胱留置カテーテル
14．胃瘻・経管栄養
15．創傷処置
16．在宅酸素
17．点滴・注射
18．薬物による疼痛管理・がん化学療法
19．ターミナルケア

※訪問看護ステーションの利用者数：1,115,634 人の看護内容（医療処置に係る看護は全体の 61.5％）
資料：厚生労働省「2022（令和 4）年介護サービス施設・事業所調査（訪問看護の利用者）」より作成

図表 10　医療保険の訪問看護利用者の主傷病

資料：厚生労働省「2022（令和4）年介護サービス施設・事業所調査（訪問看護の利用者）」より作成
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図表 9　訪問看護ステーション全利用者の傷病別割合

資料：厚生労働省「2022（令和4）年介護サービス施設・事業所調査（訪問看護の利用者）」より作成
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